
 
 

民俗学 

９．とりかえる：交換・交易 

菊地暁 folklore.lecture@gmail.com 

１．「とりかえる」ということ 

・異なる生産物、異なる生産期、異なる生産性 etc→生活の必要＆ビジネスチャンスの発生 

・交換 exchange／交易 trade／商業 commerce 

・マルセル・モース『贈与論』：財貨の移動と「負い目 debt」の相関 

１）分配（sharing）：負い目の曖昧化／狩猟採集社会 

２）贈与（gift）：負い目の持続／部族制社会 

３）再分配（redistribution）：負い目の無限化／王権社会 

４）市場（market）：負い目の払拭／近代資本主義社会 

 

２．商業の発生と展開 

・臨時→常時 

無言交易（silent barter）、「市神」信仰 

 縁日市、三斎市、六斎市、朝市… 

・移設→常設 

 ・行商：イタダキ、カベリ、ボテフリ、塩売り、薬売り… 

 ・出職：木地師、鋳物師、鍛冶屋、大工、屋根葺き、石工… 

・兼業→専業 

 商家の発生、座の発生、商店街の発生… 

 

３．商業の近代と現在 

・デパート：入店の自由、定価制、1872 ボン・マルシェ（仏）、1904 三越呉服店 

・スーパー：セルフサービス方式の量販店、1957 ダイエー千林店、1958 ヨーカ堂 

・コンビニ：大店法（1973）規制→凝縮された多機能商業空間、1973 セブンイレブン、1975 ローソン 

・ネット・コマース：ビジネスにおける時間的・空間的制約の解消、1994 Amazon.com、1997 楽天 

・フリー・マーケット：交換における人格性の回復？／ＧＡＦＡ化する世界の中で 
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